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ミス日本「海の日」有馬佳奈の地元鹿児島。地域の海の
安全を守る海上保安庁巡視船おおすみの一日船⾧に有馬
が着任しました。体験乗船会にあつまったたくさんの親
子連れをお迎えしつつ、隊員に号令を発していきます。
ステージイベントでは隊員とのトークショーにて、海難
救助の青い羽根募金やライフジャケット着用を呼びかけ
ます。海のアソビを楽しむ人達を守るために、今日も海
上保安庁が安全を守ります。みなさまご安全に!

ミス日本水の天使の安井
南が、下水道界最大のイ
ベント「下水道展」に登
場しました。OP式典や東
亜グラウト工業のブース
にてトークショーに出演
していきます。私達が
日々なにげなく使う水は、
下水道がキレイにして

海の日の有馬と、同23稲川夏希が、
神戸港の海イベントに日替わりで
登場しました。展示や釣りゲーム、
水上バイクやボートでの湾内一周
など、海のアソビを満喫できます。
集まった親子連れをミス日本たち
が案内しておりました。会場には
公縁クロス機構のミスト車が霧を
作り出し、ミス日本の2人は真夏の
屋外でも涼を感じる瞬間を楽しん
でおりました。

海洋ボランティアのシーバー
ドジャパンによる子供向けイ
ベントが福岡県福間市で開催。
そこに歴代海の日4名が登場し
ました。ライフセーバー体験
やSAP、水上オートバイの体
験、海色キャンドルづくりな
ど、海のアソビを満喫できる
プログラムの数々に子どもた
ちも大喜び。ミス日本たちも
子どもたちを案内しながら一
緒に参加して、賑やかな雰囲
気づくりに取り組みました。

自然に戻しています。そんな縁の下の力持ちの世界で、ど
んな工夫や努力が行われているか、安井はこれまでカタロ
グでしかみてこなかった言葉たちが、実演や実機により生
きた知識となっていくことを実感しました。



総会講演会と意見交換
会の司会進行を水の天
使の安井が務めました。
講演は「水道行政の移
管と最近の動向につい
て」を国交省の担当官
が紹介。上水道と下水
道の行政は分かれてい
ましたが、今年から一
体化されています。

千葉県の新聞配達会
社の総会後の慰労会
に、海の日有馬がゲ
ストとして登場しま
した。会場はクルー
ズクラブ東京が保有
する船の上。海の上
は、非日常のワクワ
クを感じられます。
ささやかな揺れを感
じながら、楽しく過
ごしました。

海の日有馬が、日本の物流を支えてきたOBが集まる運輸振興
協会の会合に出席。有馬は日々の生活に必要な物資を支える
方々への感謝を伝え「私は広報を頑張る!」とお話しました。

みどりの大使安藤きらりが秋田県の皆様と植樹活動。都市
の集約化をにらみ、公共グラウンドの一部に植樹します。
参加者には苗木のプレゼントも行われました。

2023みどりの大使の上村さや香が、名古屋駅近くの人
での多い商業ビル・ホールにて、国産木材利用をPR。
国産木材ギターで林業応援ソング「森で愛ましょう」を、
歌い上げ、木に囲まれた空間の心地よさを演出しました。

青森県の子どもたちを対象にした植樹祭に、みどりの大使
安藤が登場しました。安藤は「伐って使って植えて育てる、
木の循環」の大切さを子どもたちにスピーチ。
使うために植える!という意識で植樹を行いました。

青い羽根募金のPRポスターキャラクターも務める有馬が、
国土交通大臣や海上保安庁感を表敬訪問。本格的な海の
シーズン到来で、事故防止は本当に大事です。募金は事故
に備えた救難用品、救助訓練に使われます。

安井は、自分たちの世代もその次の世代にも、安全で美味
しい水道水が続けられる体制変更に安心感を覚えました。

2022水の天使の横山
莉奈が、東京都の下水
道を支えるTGS連絡協
議会の総会懇親会に、
３年連続で出席しまし
た。久しぶりに下水道
を支える皆様と旧交を
温めつつ、日々の生活
と自然環境を支える下
水道への尊敬の念を新
たにしました。



みどりの大使安藤が、
農林中金が主催する
セミナー司会として
登場しました。農林
中金の支援により、
林業は機械化、集約
化し次世代型産業に
生まれ変わっていま
す。最新の取り組み
を森林組合職員が

海の日有馬が、海洋に関する様々な分野で顕著な功績を残
された方々へ贈られる内閣総理大臣表彰式に登場しました。
研究者や漁協組合の方々らに表彰状が贈られました。

国民的アニメ「サザ
エさん」の原作4コ
マを題材にした、吹
き出しコンテストの
選考会に、みどりの
大使安藤が審査員と
して出席しました。
集まった数多くの作
品から、森林循環を
考える優秀な作品を
選び出します。

新極真会主催の空手
大会に、水の天使安
井が登場。優勝者に
花束を贈呈しました。
大会は招待席から観
覧。選手たちの真剣
勝負の姿に、安井さ
ん自身もまた鍛錬に
励む刺激を受けた一
日となりました。

東北各地から集まった約200名もの少年団員らと植樹を行
う安藤。ワークショップでは大勢の子どもたちに囲まれな
がら、他県の森林で見聞きしたお話をして過ごしました。

三水コンサルタント社が創立50周年の節目を迎える
記念式典に、水の天使安井と準ミス石村彩華が司会と
して登場しました。式典は東京と大阪の2会場をオン
ラインで結びながら同時開催。安井と石村は息ぴった
りに、進行役をつとめ、経営陣から従業員まで集まっ
た多くの皆さまを祝福する気持ちで進行しました。

選考結果は後日、林野庁から発表され、表彰式が行われます。

水の天使安井が、下水道業界団体が集まって行う陳情・
提言活動に同行しました。水インフラを維持管理しなが
ら次世代に更新・継承するため、引き続きの予算確保を
依頼して回ります。安井は若者一般人の立場で、下水道
を未来も安心して使えるようにお願いしました。

現場目線で発表。安藤は実践的なお話に聞き入りました。

海の日有馬が、運輸
や船舶、水先案内人
や港湾関係など、開
運を支える⾧年の功
労者を労う祝賀会に
ゲストとして参加し
ました。受賞者のみ
なさまを祝福すると
ともに、なかなか外
部からは知り得ない、
海の仕事についてお
話を伺いました。
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ミス日本特別賞江村美咲選手と
村山直儀画伯インタビュー

7月
【冊子】日本下水道協会

｢下水道協会誌｣寄稿/安井
【冊子】林野庁｢情報誌林野｣

寄稿/安藤
【冊子】日本海事広報協会

｢海プラス１通信｣寄稿/有馬
【冊子】全日本海員組合
「海員」寄稿/有馬

7月より 水の日PR動画展開
→全国の商業施設・公共施設など

海上保安庁 海の事故ゼロポスター
日本水難救済会 青い羽根募金よびかけポスター
海技資格協力センター 海技資格更新よびかけポスター
海技資格協力センター ライフジャケット着用ポスター

→→全国の海洋・港湾施設、および自治体や駅に掲示
水の週間実行委員会 8月1日水の日ポスター

→→関東主要駅や公共施設などに掲示
東京農林水産振興財団 とうきょう林業サポート隊ポスター

→→都内の役所や林業関係施設などに掲示

1日 下水道展2024東京 東亜グラウト工業ステージ出演/安井
Kグループレセプション/安井

3日 かながわトラスト やどりき水源林の集い /安藤
5日 8月1日水の週間 水のワークショップ展示会 /安井
6日 東京都下水道サービス設立40周年記念式典 /安井
8日 G&U技術研究センター 視察学習/安井
11日 やまなしで過ごす山の日フェスタ2024/安藤
21－23日 群馬県みなかみ町 観光取材予定/安井
21日 スポーツニッポンフォーラム ゲスト/有馬,石村

ジャパンインターナショナルシーフードショー/有馬
全国緑化推進委員会連絡協議会 ゲスト/安藤

28日 第57回ミス日本コンテスト東日本地区大会
29日 第57回ミス日本コンテスト西日本地区大会

日本らしい美しさを磨き、社会をよりよい方向に導く
女性を輩出するのがミス日本コンテストです。今年も
リアルとオンラインの両方で面接審査を実施中です。
「将来◯◯したい」「知識と経験がほしい」という志
の高い女性が予選に挑んでいます。地区大会は8月下
旬。そこでファイナリストが決定します。

3日 日本水道運営管理協会 講演会懇親会司会/安井
5日 ミス日本公式動画撮影 /安井,有馬,23東海林,22佐藤

TGS連絡協議会 総会懇親会/横山
5,6日 秋田県みずとみどりの森林祭 /安藤
6日 WOOD DESIGN EXPERIENCE ライブ演奏/23上村
7日 千葉毎日会総会懇親会 ゲスト/有馬
8日 運輸懇談会 ゲスト/有馬
9日 全国植樹祭2024 公式動画ナレ収録 /安藤
12日 未来の青い森県民植樹祭2024in新郷 /安藤

海難救助の青い羽根募金PR 国交大臣表敬訪問/有馬
13,14日 マリンカーニバル神戸 /13日有馬 14日23稲川
15日 第57回ミス日本コンテスト2025 応募締め切り

海洋立国推進功労者表彰 /有馬
16,17日 第18回森林組合トップセミナー

森林再生基金事業発表会 司会/安藤
18日 「海の日」海事関係功労者祝表彰式 /有馬
19日 三水コンサルタント50周年記念式典 東京/安井

三水コンサルタント50周年記念式典 大阪/石村
サザエさん一家もりのわ吹き出しコンテスト選考会/安藤

19,20日 第十管区海上保安本部 錦江湾潮風フェスタ/有馬
21日 第一回空手Champion of Champions 出席/安井
26日 第55回岩手県 緑の少年団大会 /安藤
27日 ふくつこどもビーチフェスティバル シーバード2024

/有馬,23稲川,22属,18山田
29日 下水道促進提言活動/安井
30日 下水道展2024東京 OP式典および場内対応/安井

下水道展2024東京 東亜グラウト工業ステージ出演/安井

＠＠＠専務理事・和田健太郎の編集後記＠＠＠
地区大会の審査が始まり、大量の時間を注いで書類や面接の
対応に当たります。面接の大きな目標は選考ですが、もっと
大事な目的は「美について考え、３つの美のファンになって
もらう」ことです。面接は温かい雰囲気を心がけています。
ところで約7年前に打ち立てた3つの美（内面行動外見）は、
私自身もミス日本理事会も、整理と更新を続けています。
現在更新中の整理では以下の通りです。

内面の美:自らを知り、生きる目的を定める（本質・真）
行動の美:勉強や実践、経験を積み重ねる（鍛錬・善）

この２つを備えて繰り返し挑戦し続け
外見の美:オーラや雰囲気を纏うこと（魅力・美）

に至ります。

リーダーや代表といった存在は人間的魅力を宿していること
が多いですが、まさしく内面と行動を両立させ続けて、地道
に至った結果で得た魅力なのだと考えられます。

応募者にはなるべく内面の美（自分は何者か、どんな出来事
が自分を形成しているのか）を聞き、考える機会を作ってい
ます。多くの若者が、しどろもどろになりながらも、話して
いる内に、みるみる目が明るくなるのを感じます。

「私は何者だったっけ… そうだ、私は○○だ!」


